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３．事後評価結果 

 

〇評点 

 

  Ａ+ 期待を超える十分な成果が得られている 

 

 

〇総合評価コメント 

 

 電気自動車(EV : Electric Vehicle)の普及を前提にし、実データに基づいたエネルギー管理システム(EMS : 

Energy Management System)の設計・運用手法の開発に着手し、住宅エネルギー管理システム(HEMS : Home EMS)、

ビルエネルギー管理システム(BEMS : Building EMS)中心のモデルを構築し、実データに基づくシミュレーシ

ョンにより今後の EV 普及時のエネルギー消費モデルを得て実証までを行った。理論と実測データの両面のバ

ランスが良く活発に研究を行っており、EV の実験データから利用モデル、HEMS／BEMS との連携まで考慮した

総合的な評価の点で評価できる。特に、需要者が EV を使用しながらでも EMS に貢献できる様な車社会に対応

した最適なモデルを構築したことは評価できる。また７件もの特許出願を行ったことも特筆される。更に研究

代表者が中心となって国内外の多くの研究者との共同研究を推進して新たな展開を図っており、そのリーダー

シップは優れていると評価できる。今後は、各々の成果の更なる理論的掘り下げや、さらなる国際連携を期待

する。最強チームでの共同研究を強力なリーダーシップで進め、成果の最大化に向けた研究推進に大いに期待

したい。 

 


